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市と法人が互いに連携し、
就学前教育の充実をめざします
　貴生川小学校では、児童数の増加に伴い今、教室が不
足する事態を迎えています。次年度に向けて運動場に
教室の増設を計画していますが、その運動場は現在で
も、日頃の児童活動や運動会等の行事に対応できる充分
なスペースが確保できているとは言えず、その運動場に
教室の増設をすることで、さらに児童の運動スペースは
狭くなり、早急に運動場を拡張する必要があります。ま
た、あわせて、入所希望が今後も増えることが予想され
る児童クラブ施設の確保も急がれます。
　このように、市内の待機児童の解消とあわせて、貴生
川地域の児童増に対応できる教育・保育環境の早急な整
備が、今、市に求められています。
　そこで、公立貴生川幼稚園、保育園を閉園し、現在、両
園で行っている教育・保育の質を低下させることなく、
その機能を、法人による民間施設である『認定こども園』
に引き継ぐとともに、幼稚園跡地を利用して、小学校の

グラウンド拡張に、そして、保育園の耐震性のある教室
を利用して、児童クラブ施設に活用することで、それら
の課題に対応したいと考えています。
　これまでの柏木・のぞみ・水口北保育園にみられるよ
うに、就学前教育に民間活力を導入し、公と民が協同し
てともに市の就学前教育を担っていく時代を迎えてい
ます。今回の『認定こども園』の開園もまた、公と民が協
同してともに市の就学前教育を担うケースであり、しか
も、公立園を閉園し、その機能を民間園に引き継ぐこと
から『認定こども園』の開園に向けて、市は積極的に関わ
り、その責任を果たさなければなりません。
　このことから、今回、その引継ぎ先の「認定こども園」
の概要をお知らせするものです。

　なお、公立園の閉園については、今後、市議会
での審議をお願いする予定です。

◦保育料等について◦
☆保育園(長時間利用)入園児
　　　　公立園の保育料と同額です。

☆幼稚園(短時間利用)入園児
　① 現貴生川幼稚園及び貴生川地域在住で
　　 他の公立幼稚園へ通園している現３･ ４歳児
　　・月額保育料　13,800円（給食費を含む）

【現公立園と同額です。】
　　・入学金および施設整備費は不要です。

② ①以外の幼稚園（短時間利用）入園児
　　・月額保育料　26,400円（給食費を含む）
　　・入学金　　　35,000円
　　・施設整備費　35,000円

◦自園給食（アレルギー対応）になります◦
　さまざまな食べ物への興味・関心を持つことや楽しく
食べようとする気持ちが育つことから全園児に自園給食
が実施されます。　
　また、アレルギー対応も含め安全で安心できる給食が
提供されます。

◦安全・安心の対応◦
○�耐震性を確保し、各部屋と警備会社が通報装置で直結

した施設です。
○�３歳児は、10人に１人（公立園は20人に１人）の担任配

置となり、きめこまやかな保育が行われます。
○各教室や遊戯室に、エアコンや床暖房が完備されます。
○３歳未満児は、芝生庭での外遊びができます。
○通園バスがあります。（希望者のみ・有料）

※掲載記事の訂正について
　本年３月15日号の市広報「あいこうか」３ページに掲載し
た、Ｑ２の内容を次のように訂正します。
Ｑ２：保育に欠けない状態になったときには保育園から幼稚
園へ変わらなくてはいけないの？

（訂正前）：認定こども園においても、公立園と同様に幼稚園
のクラスへ移っていただくことになります。

（訂正後）：幼稚園・保育園のお子さまが共に在籍する学級編
制とすることから、クラスを変わっていただくことなく、そ
のままの部屋ですごしていただけることになります。

■平面図
延面積：
2,977.123㎡

□�３歳以上の全てのお子さまは、年齢ごとに午前中の４時間程度、幼稚園児（短時間利用児）と保育
園児（長時間利用児）が、同じクラスで過ごすことで、同じ教育・保育を受けることができます。

□�市内すべての子育て家庭を対象に、子育てに関わる相談や親子の集いの場を提供し、地域におけ
る子育て支援が行われます。

◇ 入園募集について ◇
　公立園と同様に、本年９月中旬から開始する予定です。申し込みは従来どおり、保育に欠けるお子さまと保育に欠けないお子さ
まに分けて行います。保育園(長時間利用)の入所決定は市が行い、幼稚園(短時間利用)入園決定は法人が行います。
　なお、入園申込みについては、広報「あいこうか」で改めてお知らせします。

《認定こども園の一日のながれ》

貴生川認定こども園の完成予想図

子どもたちは認定こども園でこのような一日を過ごします。

認定こども園
の特徴

0 〜 2歳児
時間

3 〜 5歳児
保育園児 保育園児（長時間利用児） 幼稚園児（短時間利用児）

早朝保育　順次登園 7：30開園 早朝保育　順次登園

通常保育　順次登園 8：30 通常保育　順次登園 短時部　順次登園

あそび 10：00
自由遊び

【※保育園児と幼稚園児が同じクラスで過ごします。】
計画に基づいた遊び・学び

給食 12：00 給食

お昼寝
13：00

　　　　　　　自由遊び
短時部　帰りの会　降園

14：00

おやつ 15：00 おやつ
あそび　順次お迎え

長時間保育 16：00 降園準備

長時間保育　降園 18：00 長時間保育　降園

延長保育　降園 19:00閉園 延長保育　降園
甲賀市教育委員会事務局 こども未来課
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　当日訓練会場周辺では、多くの人や
関係車両が多数集結します。また、ヘ
リコプター等による騒音も発生しま
す。付近の皆様には大変ご迷惑をおか
けしますが、ご協力をお願いします。
　なお、訓練の見学に際して、お車でご
来場の方は、田村神社南側の駐車場を
ご利用ください。土山グラウンド付近
へのお車での来場はご遠慮ください。

＊　＊　＊
　甲賀市防災訓練においては、地域住
民の避難訓練や、赤十字奉仕団による
炊き出し訓練など、防災関係機関との
相互連携による訓練を展開します。
　また訓練会場において、家屋耐震Ｐ
Ｒコーナーや外国人向けの防災支援
コーナー、起震車による地震体験など
も開催されます。
　皆さんの積極的な参加をお願いしま
す。
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平成23年度  県総合防災訓練を開催

お願い

◦日時　９月４日（日）
　　　　午前７時開始
　　　　正午終了予定

◦場所　甲賀地域
　　　　（甲賀市、湖南市）

主唱　滋賀県防災会議
主催　滋賀県、甲賀市、湖南市

　災害時において関係者が連携し、迅速、的確に対応できる体制の確立と住民の
防災意識の高揚を図ることを目的に、滋賀県総合防災訓練が実施されます。
　今年は９月４日（日）に、甲賀市土山グラウンドをメイン会場として訓練が行わ
れます。また甲賀市防災訓練も併せて実施します。近年東日本大震災をはじめ、
全国各地で地震や風水害による被害が多発しています。地震等の災害はいつ
やってくるかわかりません。防災意識向上の機会としてぜひご来場ください。
　９月４日午前７時に鈴鹿西縁断層帯を震源とする大規模地震が発生し、甲賀地
域で震度７を観測したという想定でさまざまな訓練が行われます。

◆◆◆ 主な情報収集伝達訓練および実働訓練 ◆◆◆

訓練項目

訓　練　名
Ａ
情
報

Ｂ
避
難

Ｃ
救
護

Ｄ
救
出

Ｅ
消
火

Ｆ
応
援

Ｇ
復
旧

訓練場所

滋賀県災害対策本部運営訓練 ○ 滋賀県庁、各合同庁舎
滋賀県災害対策甲賀地方本部運営訓練 ○ 甲賀合同庁舎
甲賀市災害対策本部設置運営訓練 ○ 土山グラウンド
甲賀市防災訓練 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 土山グラウンド他
中高層建物救助火災防御訓練 ○ ○ ○ ○ 土山中学校

林野火災・文化財防御訓練 ○ ○ ○ 土山グラウンド・田村
神社・青土ダム

集団救急応急救護所訓練 ○ ○ ○ 土山グラウンド
土砂災害・倒壊建物救出訓練 ○ ○ ○ 土山グラウンド
滋賀県災害ボランティアセンター設置運用訓練 ○ ○ 県庁・各市訓練会場

DMAT※連携訓練 ○ ○ 県庁・災害拠点病院
・土山グラウンド

パネル橋ＭＧＢ構築訓練 ○ ○ 土山グラウンド
ため池決壊防止訓練 ○ ○ 土山町大沢東池

※災害派遣医療チーム

訓練項目凡例
A	 被害情報等の収集・伝達
B	� 避難誘導・避難所（炊き出し、ボランティア

センター、救助物資の受入等）の設置
C	 応急救護所の設置

D	 救出救助
E	 初期消火、火災防ぎょ
F	 広域応援拠点等開設運営、人的・物的応援輸送
G	 応急復旧(河川堤防、ため池、ライフライン等）
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　 輝
てる ひさ

植
うえ

西
にし

　 一
かず

彦
ひこ

中
なか

島
じま

　 俊
とし

樹
き

黒
ぅろ

川
かわ

　 善
よし

雄
お

田
た

畑
ばた

啓
けい

之
の

助
すけ

福
ふく

本
もと

庄
しょう

三
ざぶ

郎
ろう

福
ふく

山
やま

　 和
かず

育
いく

にし
田
だ

く み 子

服
はっ

部
とり

　 嘉
よし

子
こ

甲賀市農業委員会委員決定
市の農業委員会委員37名の方が決定しました。
今後３年間、甲賀市の農業振興のためにご活躍いただきます。（敬称略・順不同）

農業委員会事務局
☎65 - 0717
Fax63 - 4601

問い合わせ
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　市内観光等に大変お得な「コミュニティ
バスフリー乗車券」および「信楽高原鐵道・
コミュニティバス共通フリー乗車券」を現
在発売しています。各フリー乗車券は、1
日乗り放題の券と、平成24年3月31日ま
での任意の5日が乗り放題の券がありま
す。各地域市民センターやバス会社営業
所などでお買い求めいただけます。（信楽
高原鐵道・コミュニティバス共通フリー乗
車券は信楽駅でも発売しています。）

●コミュニティバス フリー乗車券
　【1日券 　700円】　【5日券 3,000円】

●信楽高原鐵道・コミュニティバス
　フリー乗車券
　【1日券 1,200円】　【5日券 5,500円】

＊いずれも、小人（小学生以下）は半額

信楽高原鐵道、コミュニティバスの

「フリー乗車券」発売中

政策推進室　交通政策係
☎65-0672　Fax63-4554

問い合わせ

～
実
現
す
る
会
が
総
会
開
催
～

　

名
神
、新
名
神
、名
阪
国
道
を
結
ぶ
30
㎞
区

間
、と
り
わ
け
、新
名
神
高
速
道
路
甲
賀
土
山
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
名
阪
国
道
上
柘
植
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
の
10
㎞
区
間
を
結
ぶ
連
絡

道
路
の
整
備
の

早
期
実
現
を
目

指
す「
名
神
名

阪
連
絡
道
路
の

整
備
区
間
指
定

を
実
現
す
る

会
」の
総
会
が

７
月
６
日
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
商
工
関
係
団
体
や
市
民
で
構
成
さ
れ
る
同
会

の
総
会
に
は
、伊
賀
市
の
同
名
の
会
か
ら
の
来
賓

も
含
め
57
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
中
嶋
市
長
は
、「
民
間

組
織
力
を
結
集
し
た
貴
会
が
な
お
一
層
結
束
力

を
強
め
ら
れ
、連
絡
道
路
の
一
日
も
早
い
実
現
に

向
け
大
き
な
お
力
添
え
を
お
願
い
し
た
い
。」と

祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
議
事
で
は
、道
路
整
備
が
産
業
発
展
と
生

活
道
路
の
安
全
性
の
向
上
に
役
立
つ
と
し
て
、実

現
に
向
け
て
取
り
組
む
た
め
の
決
議
が
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
、伊
賀
市
、甲
賀
市
の
同
会
と
両
市
が

連
携
し
、国
な
ど
の
関
係
機
関
に
働
き
か
け
を
強

め
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

名
神
名
阪
連
絡
道
路
の

早
期
整
備
を

▲総会で祝辞を述べる中嶋市長

問
い
合
わ
せ

　
建
設
事
業
課

　
☎
６
５
‐
０
７
２
４　
Fax
６
３
‐
４
６
０
１

「愛」ある情報基盤整備
　市では、きめ細かな行政情報サービスを行うため、現在第３セクター方式による新会社設立に
向けた準備を進めています。
 今回は、料金プランの一部を紹介します。

■�高齢者見守りサービス
　�　市内に住む高齢者な

どがテレビの電源を入
れると、はなれて住む家
族の携帯電話などに「お
元気確認メール」を通報
します。

■�買物支援サービス
　�　家から買物に行けない方のために、テレビを利用して自

宅で買物ができるサービスにより高齢者等の暮らしを支え
ます。

　地域情報チャンネル　
　市内の学校行事や各種イベント、地域コミュニティの動き
をお伝えします。

　行政情報チャンネル　
　暮らしに役立つ情報をお届けする甲賀市の広報番組。市の
事業やイベントを紹介。

　専門チャンネル　
　スポーツ、映画、ドラマ、アニメなどバラエティに富んだ番
組を取り揃え、こだわりの専門チャンネルをお楽しみいただ
けます。

２年間は加入金・引込工事費は無料。

◦�引込工事…近くの電柱から光ファイバーケーブルを軒先まで引き込み工事をします。
◦�宅内工事…ご家庭の状況により追加工事が必要な場合は、別途費用が発生します。

セットで加入していただくと割引があります。セットプランの例としては・・・
セットプラン 料金（税込）

ケーブルテレビ（地デジ+ＢS+専門チャンネルで20ch程度）＋インターネット100Ｍ＋IＰ電話＋音声放送 月額 6,900円
インターネット100Ｍ＋IＰ電話＋音声放送 月額 5,400円
インターネット30Ｍ＋IＰ電話＋音声放送 月額 4,600円
ケーブルテレビ（地デジ+ＢS+専門チャンネルで20ch程度）＋IＰ電話＋音声放送 月額 2,800円
ケーブルテレビ（地デジ+ＢS+専門チャンネルで20ch程度）＋音声放送 月額 2,000円

など、いろいろな組合せがあります。　� ※料金プランは予定価格であり、新会社により正式に決定されます。

　音声告知端末　
　市や自治会・区からのお
知らせ、出生、おくやみ情報
を各家庭に設置したスピー
カーで放送します。

　屋外拡声器　
　緊急情報は、宅内の音声告知端末に加え、屋外に
設置した拡声スピーカーでもお知らせします。

　光ファイバー回線による高速インターネット。
　30Mコース、100Ｍコース、200Ｍコースを提供。

　IＰ電話については、電話番号はそのままで、基本
料金・通話料がお得なサービス。加入者間等の通話
が無料です。

音
声
告
知
端
末

ケ ー ブ ル テ レ ビ 音 声 放 送

イ ン タ ー ネ ッ ト・ＩＰ 電 話

初期費用

セットプランについて（予定価格）

　
現
在
、使
用
済
み
と
な
っ
た
使

い
捨
て
ラ
イ
タ
ー（
１
０
０
円
ラ

イ
タ
ー
）は
、ガ
ス
を
完
全
に
抜

い
て
埋
立
ご
み
と
し
て
、ご
み
集

積
所
に
出
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
が
、ガ
ス
が
残
っ
て
い
る
も

の
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の

ラ
イ
タ
ー
が
原
因
で
、パ
ッ
カ
ー

車
な
ど
の
ご
み
収
集
車
が
燃
え

る
と
い
っ
た
事
故
が
甲
賀
市
で

も
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、全
国
的
な
傾
向
と
し

て
、子
ど
も
の
火
遊
び
に
よ
る
事

故
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

９
月
27
日
以
降
は
、安
全
基
準
に

合
格
し
た
ラ
イ
タ
ー
以
外
は
販

売
中
止
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

基
準
に
合
格
し
た
も
の
で
あ
っ

て
も
、ご
み
収
集
時
に
発
火
す
る

可
能
性
が
無
く
な
っ
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
う
し
た
事
故
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
に
、各
地
域
市
民
セ
ン
タ

ー
に
、使
用
済
み
ラ
イ
タ
ー
専
用

回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
ま
し

た
。
使
い
切
れ
な
い
ラ
イ
タ
ー

は
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、こ
の
機
会
に「
ご
み
カ

レ
ン
ダ
ー
」や「
ご
み
事
典
」を
ご

覧
い
た
だ
き
、ご
み
の
出
し
方
を

再
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■■ 使い捨てライター ■■

ラ
イ
タ
ー
専
用
回
収
ボ
ッ
ク
ス

問
い
合
わ
せ

　
生
活
環
境
課　
廃
棄
物
対
策
係

　
　
　
　
　
　
☎
６
５
‐
０
６
９
１

　
　
　
　
　
　
Fax
６
３
‐
４
５
８
２　

情報基盤整備推進室
☎65-0658　Fax63-4574

問い合わせ
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　浄化槽を正しく管理しましょう　

　家庭や事業所などでお使いの浄化槽は、浄化槽法により「保
守点検」「清掃」「法定検査」が義務付けられています。法定検
査は、浄化槽本体および管理状況や水質に関することについ
て毎年１回必ず受けなければならないこととなっています。

　法定検査に新たな方式導入　

　浄化槽管理者（設置者）のみなさんに、毎年１回法定検査を
確実に受検していただけるよう、新たな検査方式が導入され
ました。
　10人槽以下の浄化槽を対象に、ＢＯＤ（生物的化学酸素要

求量）などの水質検査を導入し、従来実施してきた外観検査の
一部を省略する検査となりました。保守点検業者に所属する
指定採水員が１次検査を実施します。１次検査の結果が「不
可」で原因が明確でない場合、県知事指定検査機関が２次検査
を実施して総合判定を行います。
　また、５年に１回は滋賀県知事指定検査機関による法定検
査を実施します。浄化槽管理者（設置者）の皆さんは、保守点
検・清掃業務を委託されている保守点検業者へ受検申し込み
が必要です。

　検査手数料　

　5,000円　※2次検査の手数料は必要ありません。

浄化槽の法定検査を受検しましょう

県知事指定検査機関　（社）滋賀県生活環境事業協会	 ☎077-554-9271
滋賀県琵琶湖環境部　循環社会推進課	 ☎077-528-3474
甲賀市下水道管理課　施設維持係	 ☎86-8399　Fax86-8032

問い合わせ

改　定　料　金 
基本料金 10,374円

1㎥～ 20㎥までの超過料金 3,570円 178.5円×20㎥
21㎥～ 40㎥までの超過料金 3,990円 199.5円×20㎥
41㎥～ 100㎥までの超過料金 13,545円 225.75円×60㎥
101㎥～ 200㎥までの超過料金 13,818円 246.75円×56㎥

合計水道料金 45,297円 1円未満端数切捨て
※改訂前合計料金　42,738円

改　定　料　金 （円）
基本料金（1㎥～ 20㎥までの

水量料金含む） 2,709円 20㎥

21㎥～ 40㎥までの超過料金 3,570円 178.5円×20㎥
41㎥～ 60㎥までの超過料金 997.5円 199.5円×5㎥

合計水道料金 7,276円 1円未満端数切捨て
※改訂前合計料金　6,846円

改　定　料　金
メーター口
径及び用途

基本料金（2か月あたり） 超過料金（2か月あ
たり1㎥につき）水量 料金（円）

13mm 20㎥
まで

2,709 ・20㎥以下の水量
178.5円

・20㎥を超え、
　40㎥以下の水量

199.5円
・40㎥を超え、
　100㎥以下の水量

225.75円
・100㎥を超え、
　200㎥以下の水量

246.75円
・200㎥を超える水量

267.75円

20mm 6,657
25mm 10,374
30mm 14,826
40mm 27,174
50mm 42,000
75mm 93,912

100mm 165,585
150mm 375,690
200mm 657,468
公共用

（非住宅用）
10㎥
まで 1,354

臨時用 該当口径の2倍 267.75円

　
◎
料
金
改
定
の
経
緯

　
合
併
時
に
市
内
統
一
料
金
が
定
め

ら
れ
ま
し
た
が
、急
激
な
値
上
げ
に

よ
る
市
民
負
担
を
避
け
る
た
め
、水

道
料
金
だ
け
で
費
用
を
ま
か
な
え
る

料
金
か
ら
低
く
抑
え
ら
れ
た
設
定
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、水
需

要
も
伸
び
悩
み
毎
年
度
赤
字
決
算
と

な
り
、累
積
欠
損
金
が
増
加
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
た
め
、平
成
20
年
度

に
10
％
の
料
金
値
上
げ
を
い
た
し
ま

し
た
。

　
料
金
改
定
以
後
、人
件
費
の
削
減

や
施
設
統
合
に
よ
る
運
転
経
費
の
削

減
、未
収
金
対
策
な
ど
健
全
経
営
に

向
け
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、今
後
も
水
需
要

の
伸
び
悩
み
が
続
き
、給
水
収
益
の

大
幅
な
増
加
が
見
込
め
な
い
厳
し
い

運
営
状
況
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
さ
ら

に
多
く
の
水
道
施
設
は
、老
朽
化
が

著
し
く
更
新
時
期
を
迎
え
て
お
り
、

更
新
の
際
、危
機
管
理
対
策
や
環
境

保
全
の
必
要
が
あ
り
、多
額
の
費
用

が
か
か
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、水
道
事

業
審
議
会
に
、第
二
期
改
定
の
水
道

料
金
に
つ
い
て
の
諮
問
を
行
い
ま
し

た
。
水
道
事
業
審
議
会
で
は
、第
一

期
の
料
金
改
定
以
後
の
検
証
も
含

め
、第
二
期
の
料
金
改
定
に
つ
い
て
、

慎
重
に
審
議
が
な
さ
れ
答
申
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、議
会
に
お
い

て
も
６
月
定
例
会
に
水
道
料
金
改
定

案
を
提
案
し
、こ
れ
ま
で
の
経
緯
を

含
め
て
審
議
い
た
だ
き
、水
道
料
金

改
定
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
◎
料
金
改
定
の
内
容

　
10
月
１
日
以
降
に
検
針
し
た
水
道

使
用
水
量
か
ら
改
定
と
な
り
ま
す
。

（
10
月
と
11
月
使
用
分
で
12
月
請
求

分
か
ら
適
用
し
ま
す
。）

現
行
の
水
道
料
金
か
ら
基
本
料
金
は

６・
61
％
か
ら
７・
０
％
、超
過
料
金

は
１
㎥
あ
た
り
、20
㎥
以
下
は
10
円
、

21
㎥
以
上
は
15
円
を
そ
れ
ぞ
れ
引
き

上
げ
ま
す
。
改
定
水
道
料
金
表
と
計

算
例
は
次
項
の
と
お
り
で
す
。

12
月
請
求
分
　
　  

か
ら

水
道
料
金
改
定
（

10
月
～
11
月
）

　
使
用
分

安
全
で
お
い
し
い
水
を
供
給
す
る
た
め
に

　
市
で
は
、安
全
で
安
定
し
た
水
道
水
を
供
給
す
る
た
め
、12
月
請
求
分
か
ら

水
道
料
金
を
改
定
し
ま
す
。

　
今
号
で
は
改
定
に
至
る
ま
で
の
経
過
と
新
し
い
料
金
、計
算
方
法
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

上
水
道
業
務
課

☎
８
６
‐
８
０
１
４　
Fax
８
６
‐
８
０
３
２

◎水道料金表（税込）■料金の計算例①
　〈口径13mmで2か月使用水量45㎥の場合（税込）〉

■料金の計算例②
　〈口径25mmで2か月使用水量156㎥の場合（税込）〉

こまめにスイッチオフ

◦冷房は必要なときだけつけよう。
◦必要のない灯りはこまめに消そう。
◦パソコンを使わないときは電源オフ

や休止モードを利用しよう。

待機電力を削減

◦使用していない家電製品のプラグを
抜こう。

エアコンで節電

◦設定温度は28度以上に、扇風機を併
用して風向きを調節しよう。

◦室外機の周りに物を置かないように
しよう。

冷蔵庫で節電

◦物を詰め込め過ぎないようにしよ
う。

◦開いている時間を短く、余分な開閉
は控えよう。

◦冷蔵庫は壁から適度な隙間を開けて
放熱しやすいように設置しよう。

家電購入時に節電

◦家電製品の購入時には、効率のよい
製品を選ぼう。（省エネラベルや消費
電力を考慮してください。）

他にもこんなところで節電

◦炊飯器やポットの保温は控えよう。
◦ご飯は保温よりレンジで温めよう。
◦トイレの温水洗浄便座の温度を低め

に設定しよう。
◦洗濯はお風呂の残り湯を利用し、ま

とめ洗いで洗濯回数を減らす工夫を
しよう。

　家庭の中で特に電気消費量が多いのは、エアコン、冷蔵庫、照明、テレビです。
これらをはじめとする家電製品を上手に使うことで、効果的に節電することができま
す。また、日中のピーク時である13時から16時を避けて電化製品を利用することも、
電力供給の安定を保つためにも重要な方法です。一人ひとりのご協力をお願いします。

家庭・オフィスでの節電対策を省エネの
ススメ

生活環境課
☎65-0691　Fax63-4582

問い合わせ

業者
お盆までの
くみとり

申込期限日
お盆休み くみとり作業地域 粗大ごみ

回収地域

水
口
テ
ク
ノ
ス

☎
６
２-

１
９
５
９

8／8（月）

8／13（土）
から

8／15（月）
まで

水口町 全域

水口町
信楽町信楽町

長野

北新町 　 北出町　  問屋町　  陶生町　  広芝町　  東二本丸町
上二本丸町　  新二本丸町　  みのりが丘町　  大窯町　  福島町
辻町　  中町　  馬場町　  本町　  中出町　  元町　  末広町
焼屋町　  旭町　  ハイランド町　  つくしが丘町

江田 神山 田代 畑

日
映
日
野

☎
０
７
４
８-

５
３-

３
９
４
１

8／8（月）
8／13（土）

から
8／15（月）

まで

土山町 大野学区
甲南町
甲賀町甲賀町 相模、大原市場を除く大原学区 油日学区 佐山学区

甲南町 全域

ヒ
ロ
セ

☎
０
７
４
８-

５
２-

０
９
４
３

8／8（月）

8／12（金）
から

8／15（月）
まで

土山町 鮎河学区 山内学区 土山学区

土山町

甲賀町 相模 大原市場

信楽町
長野

愛宕町 材木町 大正町 新町 松尾町 南松尾町

栄町　

小原地区 多羅尾地区 雲井地区 朝宮地区

お盆休みのし尿くみとりについて
　し尿くみとり収集業者のお盆休みは、以下のとおりとなります。お盆までにくみとり
を希望される方は、下記申込期限までにお早めに連絡をお願い致します。また、粗大ゴ
ミの回収申込みにつきましても、収集業者がお休みとなりますので、ご注意下さい。

生活環境課
☎65-0690　Fax63-4582

問い合わせ

82011.8.1平成23年8月1日9 2011.8.1 平成23年8月1日



30NO.地域市民センター東西南北

信楽自治振興会
〜神山・江田分会で事業始まる〜

　市の提案では、自治振興会の設立については、概ね小
学校区を単位としていますが、人口規模や隣接区との距
離などの地域事情から、当面は分会でスタートされる地
区もあります。
　今号では、分会としてスタートされた、信楽自治振興
会神山・江田分会をご紹介します。
　また同分会では、設立を待ちかねて各種事業も実施さ
れています。

信楽自治振興会神山・江田分会
北
きた

村
むら

忠
ただ

之
ゆき

会長に聞きました
── �自治振興会設立に至った経過や

ご苦労されたことをお聞かせください
　市が提案された自治振興会によるまちづくりですが、
私たちが暮らす信楽小学校区は、信楽町の中心地に位置
し、信楽町の人口集中地でもあり、当初は、市の提案へ
の理解が深まらなかったという状態でした。
　特に同校区内には、５つの区があり、その内、一つの
区は、人口が 3,700 人を超える区で、市内でも一番大き
な自治区でもあることから、他の区との連携が難しいと
いうことが心配されました。さらには、その区を挟む４
つの区が一体的な活動できるかどうかなどからも、市案
による単位での組織化の協議に時間がかかりました。
　結果、市でも当区の地域事情を理解いただき、当地区
については、当面は３つの分会によるスタートすること
が認められました。
　その後、従来からのつながりが深かった神山区と江田
区では、大きな問題もなく、１月 22日に準備委員会を
設立、４月 27日には、信楽自治振興会神山・江田分会
が発足したところです。
── �既に事業も実施されているということですが

　当会では、既に自治振興会事業が始まっています。

　これまで神山
区で実施されて
きた鶏鳴八滝事
業でも、今年度
の自治振興会設
立に併せ、新た
な事業として、フォトコンテストにも取り組みます。審
査は、両区民で行い、今までは隣の区の自然という意識
を、両区民が守る鶏鳴の滝へと意識の変革にもつなげ、
さらには、人と人のつながりも深めてまいります。
江田区でも、自治振興会設立に併せ、30代から 50代の
方が、遊休地を活用した農業体験事業をスタートさせま
した。
　この事業は、神山区・江田区の子どもたちに農業を知
ってもらうとともに、遊休農地を減らそうと取り組んで
いるものです。
　秋には両区の子どもが集まっての収穫祭や両区で行わ
れるイベントの食材に活用される予定です。
　また、自治振興会による広域的な取り組みで期待が高
まる地域防災事業も進んでいます。
　安全防災部会では、分会内の４箇所に防災ベンチを整
備することを決定、７月９日に部員自らによる工事も行
われたところです。
　設立後、４ヶ月が経過、これからも無理をせず、着実
なまちづくりを展開してまいります。
── �神山・江田分会のＰＲをどうぞ

　以前から、つながりの深かさが両区の強みです。
　神山の深山からの水が江田区の田畑を潤い、春祭りで
は、お互いの御輿が両区を練り歩いていたようです。
　最近、一部では、人づきあいの希薄化も進みつつあり
ますが、今回の自治振興会設立をきっかけに、昔のよう
なつながりが復活できるのではと、地域からも期待が寄
せられています。
　神山・江田分会では、あわてず、ゆっくりと地域に根
付く“絆”を育ててまいります。

遊休農地を活用、子どもらの農作業体験
事業や防災ベンチ設置事業など動き出す

　
ば
ん
た
に

自
治
振
興
会

健
康
福
祉
部

会
主
催
に
よ

る“
ば
ん
た

に
探
訪
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
”

が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ

の
事
業
は
、

健
康
づ
く
り

と
世
代
間
交
流
を
目
的
に
開
催
さ
れ

た
も
の
で
、７
月
９
日（
土
）真
夏
日

と
な
っ
た
伴
谷
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

に
は
、小
学
生
か
ら
高
齢
の
方
ま
で

の
男
女
41
名
が
集
合
、八
田
集
落
を

目
指
し
て
出
発
し
ま
し
た
。

　
片
道
３・
５
㎞
の
道
の
り
を
暑
さ

に
負
け
な
い
よ
う
励
ま
し
あ
い
な
が

ら
全
員
が
完
歩
。
西
栄
寺
で
は
、国

指
定
重
要
文
化
財
の
仏
像
を
前
に
住

職
の
説
明
を
聞
き
、昼
食
後
に
は
八

田
焼
窯
跡
、八
田
神
社
を
訪
ね
、八
田

集
落
の
歴
史
に
ふ
れ
る
と
と
も
に
お

互
い
の
交
流
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
秋
に
は
、２
回
目
を
計
画
中

で
す
。

　
鮎
河
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
の
玄
関

を
入
る
と
、季
節
の
花
が
生
け
て
あ

り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、鮎
河
在
住
の
久
保
加
世

子
さ
ん
が
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
た
方
の

心
が
少
し
で
も
和
み
、気
持
ち
よ
く

利
用
し
て
帰
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と

い
う
気
持
ち
か
ら
、ご
好
意
で
５
年

ほ
ど
前
か
ら
生
け
て
い
た
だ
い
て
い

る
も
の
で
す
。

　
季
節
の
花
は
、鮎
河
の
里
山
で
自

生
し
て
い
る
も
の
を
中
心
に
地
域
の

方
の
ご
協
力
で
提
供
さ
れ
た
も
の

で
、自
然
豊
か
な
鮎
河
地
域
な
ら
で

は
の
も
の
で
す
。

　
少
し
で
も
久
保
さ
ん
の
心
遣
い
に

応
え
ら
れ
る
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
を

目
指
し
た
い
も
の
で
す
。

　
信
楽
町
柞
原
に
あ
る
八
坂
神
社
の

祇
園
祭
が
、氏
子
な
ど
約
１
０
０
人

が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
毎
年

７
月
14
日
に
実
施
さ
れ
、午
後
６
時

に
本
殿
前
に
氏
子
た
ち
が
集
ま
り
、

40
本
ほ
ど
の
造
花
を
刺
し
た
６
本
の

花
笠
を
役
員
さ
ん
が
上
下
に
振
っ

て
、氏
子
た
ち
が
そ
の
花
を
引
き
抜

く
と
い
う
神
事
で
す
。

　
「
他
で
は
花
奪
い
行
事
と
呼
ば
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、奪
わ
な
く

て
も
も
ら
え
る
こ
と
か
ら
、花
振
り

行
事
と
名
付
け
ら
れ
た
の
で
し
ょ

う
。」と
氏
子
総
代
表
の
島し

ま
田だ

怡よ
し
至の
り
さ

ん
か
ら
名
称
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま

し
た
。

　
「
杉
谷
な
す
び
」を
ご
存
じ
の
方
も

多
く
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、甲

南
町
杉
谷
で
は「
杉
谷
な
す
び
」の
出

荷
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

　
「
杉
谷
な

す
び
」の
特

徴
は
巾
着
型

で
紫
色
が
濃

く
、皮
が
柔

ら
か
く
き
め

こ
ま
か
な
肉

質
で
甘
み
が
あ
り
煮
物
や
田
楽
な
ど

に
向
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
杉
谷
と

う
が
ら
し
」も
貴
重
な
伝
統
野
菜
で

形
は
シ
シ
ト
ウ
に
似
て
い
ま
す
が
、

曲
が
り
や
す
く
先
詰
ま
り
す
る
の
が

特
徴
で
す
。
皮
が
薄
く
生
で
も
甘
み

が
あ
り
、煮
物
で
も
焼
き
物
で
も
お

い
し
く
い
た
だ
け
ま
す
。

　
ど
ち
ら
も
滋
賀
県
環
境
こ
だ
わ
り

農
産
物
に
認
証
さ
れ
、市
内
外
の
方

に
も
杉
谷
の
夏
野
菜
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。「
杉
谷
な
す
び
」は
９

月
中
ご
ろ
、「
杉
谷
と
う
が
ら
し
」は

10
月
ご
ろ
ま
で
収
穫
さ
れ
ま
す
の

で
、是
非
、地
元
の
伝
統
野
菜
を
味

わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ば
ん
た
に
探
訪

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

伴
谷
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

季
節
の
花
で
お
出
迎
え

鮎
河
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

八
坂
神
社
花
振
り
行
事

小
原
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

杉
谷
の
伝
統
野
菜

甲
南
第
二
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

水辺涼しさが感じられる
「ガマの穂」

　
大
会
テ
ー
マ　

『
い
の
ち
輝
く
未
来
の
た
め
に
』

　
日 

時　
　
９
月
３
日（
土
）13
時
30
分
～

　
◦
受
付
：
13
時
00
分
～

　
場 

所　
　
あ
い
の
土
山
文
化
ホ
ー
ル

　
内 

容　

○
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ク
ト
：
13
時
30
分
～

　
◦
創
作
狂
言｢

鈴
鹿
の
子
て
ん
ぐ｣

　
　
　
山
内
エ
コ
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

○
開
会
行
事
：
13
時
50
分
～

○
実
践
発
表
：
14
時
00
分
～

　
◦
地
域
か
ら「
高
齢
者
の
知
恵
は
地
域
の
宝

～
い
い
所
探
し
か
ら
住
み
よ
い
地
域
へ
～
」

　
　
　
山
内
エ
コ
ク
ラ
ブ　
竜り
ゅ
う
お
う王　
真ま

紀き

さ
ん

　
◦�

学
校・園
か
ら

　
　

�「
銀
閣
寺
の
石
庭
を
つ
く
っ
た
人
々

　
　
～
小
学
校
6
年
生
社
会
科
学
習
の

取
り
組
み
か
ら
～
」

　
　
　
大
野
小
学
校　
早は
や
川か
わ　
学ま
な
ぶさ
ん

○�

講
演
：
14
時
40
分
～

　
　
『
新
ち
ゃ
ん
の
お
笑
い
人
権
高
座
』

　
　
　
講
師　
露つ
ゆ
の
新し
ん
治じ

さ
ん

み
な
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

第
６
回
甲
賀
市
人
権
教
育
研
究
大
会

問
い
合
わ
せ

　
人
権
推
進
課　
☎
６
５
‐
０
６
９
３

　
　
　
　
　
　
　
Fax
６
３
‐
４
５
８
２

手
話
通
訳・要
約
筆
記
が
あ
り
ま
す

地域コミュニティ推進室
  ☎65-0687　Fax63-4554問い合わせ
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サッカーの15歳以下の中学生年代のチーム日
本一を争う「JFAプレミアカップ」で信楽中学３
年の岩井健さんが所属する京都サンガFCU-15

（15歳以下）が優勝し、世界大会への切符を手にし
ました。

決勝戦では岩井さんのゴールで、優勝候補の相
手チームに競り勝ちました。

優勝した瞬間は決勝でゴールを決められたこ
とと、世界大会に出場できることの２重の喜びが
あったと岩井さん。

岩井さんがサッカーを始めたのは小学校１
年生。地元のスポーツ少年団に入団されたのが
きっかけだそうです。４年生のときに攻撃が主
体のフォワードに転向。めきめき頭角を現し、滋
賀県選抜や関西選抜にも選ばれました。

フォワードは点を取るのが役割ですが、岩井さ
んが得意とするプレーは頭を使って得点する「ヘ
ディング」。特にゴールに向かって体を投げ出す

「ダイビングヘッド」には自信があるそうです。
世界大会への抱負を伺うと「外国人選手は体も

大きく、当たりも強いですが、それに負けずに一
点でも多く点を取りたい」そうです。

８月にイギリスで開催される世界大会で、世界
の強豪との対戦を楽しみにされている岩井さん
の活躍に期待します。

世界で輝け

（信楽町長野）

岩
い わ

井
い

　健
け ん

さん
53

　
み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
開
園
10
周
年
を
記
念
し
て
夏
季
特
別
展「
化
石
の
森
か
ら

子
ど
も
の
森
へ
」
～
メ
タ
セ
コ
イ
ヤ
の
森
を
ア
ケ
ボ
ノ
ゾ
ウ
が
歩
く
～
を
み
な
く
ち

子
ど
も
の
森
自
然
館
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
展
示
で
は
化
石
の
で
き
か
た
な
ど
を
解
説
し
た
パ
ネ
ル
や
、甲
賀
市
な
ど
で
発
見
さ

れ
た
約
２
３
０
万
年
前
の
氷
河
時
代
の
植
物
の
化
石
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
化
石
の
調
査
か
ら
、当
時
は
大
き
な
メ

タ
セ
コ
イ
ヤ
な
ど
が
茂
る
森
が
市
内
に
あ
っ
た

こ
と
も
わ
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
だ
け
で
な
く
大
人
に
も
充
分
楽
し
め

る
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
甲
賀
市
の
太
古
に

思
い
を
馳
せ
な
が
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

  

◦
９
月
19
日
ま
で（
月
曜
日
休
館
）

  

◦
入
館
料
大
人
２
０
０
円　
小・中
学
生
１
０
０
円

　
子
ど
も
た
ち
に
人
気
の
ア
ニ
メ「
忍
た
ま
乱
太
郎
」の
映
画
版
や
実
写
版

が
相
次
い
で
公
開
さ
れ
る
な
ど「
忍
者
」が
話
題
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
当
市
も
こ
の
ブ
ー
ム
を
い
か
し
、忍
者・
忍
術
の
発
祥
の
地
を
Ｐ
Ｒ
し
よ

う
と「
こ
う
か
Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ｊ
Ｙ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
１
１
」を
今
年
度
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

　
こ
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
７
月
17
日
、子
ど
も
を
対
象
に
し
た
忍
術
学

校「
甲
賀
忍
者
学
園
」が
忍
の
里
プ
ラ
ラ
等
で
開
催
さ
れ
、多
く
の
親
子
連
れ

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、吹
き
矢
や
手
裏
剣
投
げ
、暗
号
解
読
な
ど
の

忍
者
体
験
を
楽
し
み
ま
し
た
。
希
望
者
に
は
忍
者
衣
装
も
貸
し
出
さ
れ
、

「
忍
た
ま
」気
分
で
体
験
を
楽
し
む
子
ど
も
も
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、甲
賀
市
の「
に
ん
じ
ゃ
え
も
ん
」「
ぽ
ん

ぽ
こ
ち
ゃ
ん
」伊
賀
市
の「
に
ん
太
」「
し
の
ぶ
」

の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
た
ち
も
集
合
し
、会
場
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
事
前
申
込
者
に
よ
る「
忍
者
学

園
体
験
入
学
」、実
写
版「
忍
た
ま
乱
太
郎
」の
公

開
直
前
試
写
会
な
ど
も
行
わ
れ
、「
忍
者
の
里
甲

賀
」を
盛
り
上
げ
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

２
３
０
万
年
前
の
化
石
を
紹
介

忍
た
ま
集
合

甲賀忍者学園開催

▲�貴重な化石などが紹介されている
特別展

甲賀・伊賀の　
ゆるキャラが集合▶

　甲南消防署と市消防団が７月８日、甲南希望ヶ丘保
育園で花火指導を行いました。
　この日は、避難訓練も行われ甲南消防署員から、園児
に安全な避難の方法について指導が行われました。そ
の後、市消防団女性消防隊の指導で、４歳児・５歳児の
園児が実際の花火を使って、安全な遊び方を体験しま
した。
　最後に園児たちは

「花火は大人と一緒に
遊ぶ」「広い場所でや
る」「風の強いときは
やらない」などの約束
を大きな声で確認し
合っていました。

　恒例の甲南町矢川神社七
夕まつりが行われ、甲賀手筒
花火保存会による「手筒花火」
18本が奉納されました。
　火付け役が一本ずつ点火
し、観衆から一斉に「わっしょ
い」の声がかかると、揚げ手が
約10キログラムの筒を持ち
あげていきます。花火は高さ
10メートルを越え、炎を抱く
勇壮な挙げ手のシルエットが浮かぶと辺りは拍手と歓
声に包まれました。
　この手筒花火は、今から15年ほど前に旧甲南町の夏祭
りで手筒花火を披露した愛知県の団体との交流がきっ
かけで始まりました。当時地元有志が５年かけて手筒
花火の技術を学ばれた後、保存会が結成されました。　
　保存会の山本真治さんは、「保存会として花火を奉納
して10年ですが、次の世代にも手筒花火のすばらしさを
伝えていきたい」と語られました。

　
大
津
市
内
で
７
月
２
日
に
開
催
さ
れ
た
交
通
安
全
子
供
自
転
車
滋
賀
県
大

会
で
、大
原
小
学
校
が
団
体
の
部
で
優
勝
し
、見
事
県
大
会
９
連
覇
を
遂
げ
ま

し
た
。

　

こ
の
競
技
は
、自
転
車
に
関
す
る
交
通
規
則
や

道
路
標
識
な
ど
の
学
科
テ
ス
ト
、横
断
歩
道
や
踏

切
の
安
全
な
通
過
方
法
や
、ジ
グ
ザ
ク
コ
ー
ス
を

ミ
ス
な
く
走
行
で
き
る
か
を
競
う
実
技
テ
ス
ト
に

よ
っ
て
審
査
さ
れ
ま
す
。
児
童
は
こ
の
日
の
た
め

に
練
習
を
重
ね
テ
ス
ト
に
挑
み
、伝
統
校
に
ふ
さ

わ
し
い
安
全
運
転
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
同
校
は
８
月
３
日
に
東
京
有
明
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト

で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

消防団員が園児に花火指導

夜空に舞い上がる炎の柱
　　　矢川神社七夕まつり交

通
安
全
の
知
識
、技
能
を
競
い
Ｖ
９
達
成

▲優勝した大原小の児童

▲大迫力の手筒花火

園児に花火の持ち方を　
指導する消防団員▶

▲�忍者衣装で吹き矢に
挑戦する子どもたち

▶�

試
合
中
ド
リ
ブ
ル
で
相
手
ゴ
ー
ル

へ
攻
め
る
岩
井
さ
ん

（
京
都
サ
ン
ガ
提
供
）

交通安全子供自転車大会で
大原小が優勝

みなくち子どもの森夏季特別展
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となりまちいこ かめやま

うか

が

情報交流ひろば

市街地の中心で歩行者天国� 伊賀市 亀山市関宿納涼花火大会� 亀山市
◀�

ゾ
ウ
や
ワ
ニ
が
い
た
、約
２
０
０
万
年
前
の

甲
賀
市
の
様
子
。
自
然
館
展
示
。

R E D L I S T
私たちのくらしとレッドリストの生き物たち � ［ 番外編］
レッドデータブックに掲載される絶滅のおそれがある野生生物の一覧をレッドリストと言います。
私たちの身近な環境と甲賀市のレッドリストに載る生き物の関係について紹介します。

VOL.7

〜関宿の夏の風物詩〜〜市民夏のにぎわいフェスタ2011 〜

　

今
年
で
20
回
目
を
迎
え
る
伝

統
あ
る
花
火
大
会
。
ス
タ
ー
マ

イ
ン
や
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
滝
は
も

ち
ろ
ん
、フ
ァ
イ
ヤ
ー
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
、メ
ッ
セ
ー
ジ
花
火
な
ど
オ

リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
豊
か
な
花
火
を

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
。
関
宿
の
夏
の

夜
空
を
彩
る
色
と
り
ど
り
の
花

火
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
と
き
】８
月
20
日（
土
）午
後
7
時

30
分
～ 

※
雨
天
の
場
合
、21
日（
日
）、

27
日（
土
）、28
日（
日
）に
順
延

【
と
こ
ろ
】鈴
鹿
川
河
川
敷（
亀
山
消

防
本
部
関
消
防
署
西
側
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

【
ア
ク
セ
ス
】Ｊ
Ｒ
関
西
本
線
関
駅

か
ら
徒
歩
10
分

※
会
場
付
近
に
駐
車
場
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、公
共
交
通
機
関
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
「
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
来

る
人
す
べ
て
が
一
日
楽
し
く
遊

べ
る
空
間
」を
テ
ー
マ
に
し
た
市

民
の
手
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
で
、今

年
で
11
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　
歩
行
者
天
国
に
な
る
銀
座
通

り
と
本
町
通
り
に
、約
１
６
０

ブ
ー
ス
の
お
店
が
並
び
、４
つ
の

ス
テ
ー
ジ
で
行
わ
れ
る
ダ
ン
ス

や
バ
ン
ド
な
ど
が
イ
ベ
ン
ト
を

盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
す
。

【
と
き
】８
月
21
日（
日
）正
午
～
午

後
９
時　
【
と
こ
ろ
】上
野
銀
座
通

り
及
び
本
町
通
り
周
辺　
【
内
容
】

「
楽
市
」飲
食
物
な
ど
の
販
売・「
楽

座
」ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど

【
ア
ク
セ
ス
】名
阪
国
道「
中
瀬
IC
」

か
ら
約
10
分
／
伊
賀
鉄
道「
上
野
市

駅
」下
車
す
ぐ

※
周
辺
に
臨
時
駐
車
場
あ
り

問
い
合
わ
せ

市
民
夏
の
に
ぎ
わ
い
フ
ェ
ス
タ

実
施
委
員
会
事
務
局

上
野
商
工
会
議
所

☎
０
５
９
５-

２
１-

０
５
２
７

問
い
合
わ
せ

亀
山
市
観
光
協
会

☎
０
５
９
５-

９
７-

８
８
７
７

文
化
部
観
光
振
興
室

☎
０
５
９
５-

９
６-

１
２
１
５

問い合わせ
Fax

甲賀市広報課
　６５-0675　　63-4619Fax

伊賀市秘書広報課
　０５９５-２２-９６３６　　０５９５-２２-９６１７Fax

亀山市広報秘書室
　０５９５-８４-５０２2　　０５９５-８２-９６８５

野洲川は県内最長河川
　「平成21年度滋賀県統計書」によると、滋賀県に大小あわせて500
本以上もある河川の中で、甲賀市を源流とする野洲川は、65.3kmで
最長を誇ります。
　他にも、大戸川や杣川など、主要な河川が市域を流れており、甲賀
市は近畿の水源地域として大変重要な役目を担っているのです。

河川法上は琵琶湖も河川とされており、正式名称を「一級河川琵琶湖」
と呼びます。ただし、上記の河川比較には琵琶湖は含みません。

連続シリーズ 統計からみる 

甲賀市  なんでもランキング
その２

総務課
  ☎65-0663　Fax63-4561問い合わせ＊詳しくは「甲賀市ホームページ」→暮らしのガイド→教育文化→市史編さんをご覧ください。

49
今
年
度
刊
行
を
予
定
し
て
い
る
第
２
巻

は
副
題
を「
甲
賀
衆
の
中
世
」と
し
ま
し
た
。

「
甲
賀
衆
」と
い
う
の
は
、た
ん
に
甲
賀
の

人
々
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、中
世
甲
賀
に

住
ん
で
、様
々
な
活
動
を
見
せ
た
侍
た
ち
を

さ
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
彼
ら
は「
甲
賀
武
士
」と
呼

ば
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
こ
の
呼
び
方

は
大
正
15
年
に
出
さ
れ
た『
甲
賀
郡
志
』で

定
着
し
た
呼
称
で
、郷
土
の
侍
た
ち
を
顕
彰

す
る
意
味
を
こ
め
た
近
代
の
呼
び
方
で
す
。

江
戸
時
代
の
人
々
、と
く
に
先
祖
が
侍

だ
っ
た
人
々
は
、自
ら
を「
甲
賀
古
士
」と
い

い
ま
し
た
。
甲
賀
の
地
侍
は
、水
口
岡
山
城

が
築
か
れ
た
天
正
十
三（
一
五
八
五
）年
に
、

秀
吉
に
よ
っ
て
改
易
さ
れ
、幕
府
や
諸
藩
に

仕
え
た
者
の
ほ
か
は
、そ
の
多
く
が
百
姓
身

分
と
な
っ
た
の
で
、「
昔
は
侍
だ
っ
た
」と
い

う
意
味
を
こ
め
た
の
で
す
。

彼
ら
は
と
く
に
戦
国
時
代
の
活
躍
を
由

緒
と
し
て
語
り
、こ
れ
が
な
が
く
中
世
甲
賀

の
侍
た
ち
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
定
着
し
て

き
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
も「
甲
賀
二
十
一

家
」や「
甲
賀
五
十
三
家
」と
い
う
こ
と
ば
を

お
聞
き
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

中
世
の
史
料
に
は
今
の
と
こ
ろ「
二
十
一

家
」や「
五
十
三
家
」と
い
う
言
葉
は
見
あ
た

り
ま
せ
ん
が
、甲
賀
の
侍
は
単
独
で
は
な
く

集
団
で
活
躍
し
た
と
い
う
記
憶
が
共
有
さ

れ
て
き
た
こ
と
は
事
実
で
す
。

し
か
も
、秀
吉
の
軍
団
の
な
か
に「
甲
賀

衆
」と
い
う
名
で
あ
ら
わ
れ
、さ
ら
に
室
町

時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
と
、２
回
目
の
六
角
征

伐
の
際
に
は
彼
ら
は「
郡
衆
ど
も
」と
呼
ば

れ
、六
角
氏
と
将
軍
側
の
間
で
立
ち
回
っ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。「
甲
賀
衆

の
中
世
」と
い
う
副
題
は
、そ
の
歴
史
を
表

現
し
た
も
の
な
の
で
す
。

◎『
甲
賀
市
史
』好
評
販
売
中

【
販
売
場
所
】　
〈
水
口
町
〉ブ
ッ
ク
シ
ョ
ッ
プ

ヤ
マ
カ
ワ・ブ
ッ
ク
ス
ハ
タ
ヤ・Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｔ
Ａ

Ｙ
Ａ
さ
ん
ぽ
う
ど
ー・山
田
書
店・水
口
歴
史

民
俗
資
料
館〈
土
山
町
〉ウ
エ
ノ・
道
の
駅
あ

い
の
土
山・
新
名
神
土
山
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

案
内
所・
土
山
歴
史
民
俗
資
料
館〈
甲
賀
町
〉

か
ふ
か
生
涯
学
習
館〈
甲
南
町
〉ウ
イ
ン
グ
甲

南
店・
市
史
編
さ
ん
室〈
信
楽
町
〉大
宝
堂
谷

川
書
店・信
楽
伝
統
産
業
会
館・信
楽
中
央
公

民
館

「
郡
衆
」と
呼
ば
れ
た
人
々

問
い
合
わ
せ

　
歴
史
文
化
財
課　
市
史
編
さ
ん
室

　
☎
８
６
‐
８
０
７
５　
Fax
８
６
‐
８
２
１
６

　この連載では、絶滅のおそれがある野生生物について紹介し
ています。今回は番外編として、人間の一生よりもずっと長い
時間の幅で考えてみましょう。すると、甲賀地域から絶滅して
しまった生物もたくさんあったことがわかります。
　例えば、約200 ～ 300万年前の甲賀市に、ゾウがいたことを
ご存知でしょうか。湖南市から水口町にかけての野洲川や、甲
南町の浅野川からゾウの足跡化石がみつかることから、むかし
ゾウが歩いていたことがわかります。
　また、甲賀町や甲南町からワニの歯の化石が、水口町からは
歯と足跡の化石が見つかることから、ワニが生きていたことが
わかります。
　ゾウもワニも日本では絶滅しました。しかし化石の証拠が
あることから、過去に生息したことがわかります。
　ゾウやワニ以外にも絶滅してしまった生物はたくさんあり、
長い地質時代の間には何度も生物の絶滅が起こったことがわ
かっています。
　では現在いる生物が絶滅していくのも気にしなくて良いの
ではないか、というわけにはいきません。地質時代の絶滅は、

長い時間のあいだにおきた自然現象といえます。しかし現在
の野生生物に「絶滅のおそれ」が生じた原因は、ここ40 ～ 50年
ほどの高度経済成長以降に人間と他の生き物との付き合い方
が変化してきたことであるといえるでしょう。
　絶滅した生物は、二度とよみがえることはありません。人間
にも野生生物にもよい環境を考えたいものです。

絶滅してしまった生物

みなくち子どもの森自然館
  ☎63-6712　Fax63-0466問い合わせ

滋賀県の主要な河川のデータ
河川名 河川延長（km） 流域面積（k㎡）

1 野洲川 65.3 387.0
2 安曇川 57.9 299.3
3 高時川 48.4 212.0
4 日野川 46.7 212.1
5 愛知川 41.1 208.1
6 大戸川 37.2 191.2
7 姉川 31.3 369.7
8 犬上川 27.3 104.3
9 余呉川 24.9   63.4
10 蛇砂川 21.4   33.8
11 杣川 21.3 121.9

伊勢関IC

亀山IC

亀山PA
スマートIC

会場
亀山

関
JR関西本線

1

25 10
伊勢自動車道

しまがはら

つきがせぐち

にい

にしおおて
し
の
え
う

ひろこうじ

かやまち

いだみち
い
ち
べ

い
な
こ

まるやま

うえばやし

ひどべ
ん
か
が
い

みはた

ぐ
な
さ

う
ど
ん
し

つげ

なばり

いがこうづ

にしあおやま

青山高原城之越遺跡

兼好塚

尼ヶ岳

ウィンドファーム

馬野渓谷

白藤滝

余野公園

新大仏寺

木の館 豊寿庵
植木神社

そうぞの森
「さるびの」

伊賀焼伝統
産業会館

岩倉峡公園

正月堂

三国越林道三国越林道

伊賀の里
モクモク手作りファーム

線阪
大鉄
近

ま
や
お
あ

あかめぐち

伊賀IC

至名古屋

至奈良

至奈良・大阪

至大阪

至伊勢

上柘植IC

下柘植IC

御代IC

壬生野IC

伊賀一之宮IC

友生IC

中
瀬
I
C

上野東IC

上野IC
大内IC

治田IC

白樫IC

くわまち

ききょうがおか

道の駅
あやま

道の駅
いが名阪

国道

いがうえの

JR関
西本
線

会場
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お知らせ
日本語指導者養成講座
受講者募集
●内容／日本語を教えてみたいとい
う方のための初級・中級講座
●日時／8月20日（土）初級編10時～
12時　中級編13時～15時
●場所／サントピア水口　勤労青少
年ホーム　2階
●定員／20名
●締切／8月12日（金）まで
●受講料／一般　初級1000円　
中級1000円　協会会員　無料
●講師／同志社女子大学　日本語・
日本文化教育センター　原

はら

田
だ

　朋
とも

子
こ

氏
問・申／甲賀市国際交流協会

63-8728

「平和を願うパネル展」
　戦争の悲惨さと平和の尊さ、世界
平和について考える機会として、「平
和を願うパネル展」を開催します。
●期間／8月4日（木）～8月19日（金）
●場所／土山地域市民センターロビー
●時間／平日8時30分～17時15分
問／総務課　 65-0663

　  募　集
フォークダンス教室
参加者募集
●日時／9月7日（水）～10月26日（水）
毎週水曜日、全8回
13時30分～15時
●場所／岩上体育館
●内容／昔懐かしいオクラホマミキサー
や世界のフォークダンスを踊ります。
●対象／甲賀市在住の18歳以上の方

（高校生は除く）
●募集人員／20名
●参加料／1,600円
●申込締切／9月3日（土）
問・申／岩上体育館

／Fax 63-7040

シルバー体操教室
参加者募集
●日時／9月2日（金）～10月28日（金）
毎週金曜日、全8回
10時～11時30分
●場所／岩上体育館
●内容／ボールを使ってのからだの機
能改善体操とニュースポーツいろいろ。
●対象／甲賀市在住のおおむね60歳
以上の方
●募集人員／20名
●参加料／1,600円
●申込締切／8月31日（水）
問・申／岩上体育館

／Fax 63-7040

自衛官募集
■一般曹候補生
●応募資格／18歳以上27歳未満
●受付期間／9月9日（金）まで
■自衛官候補生（任期制自衛官）
●応募資格／18歳以上27歳未満
●受付期間／男子　9月16日（金）まで
女子　9月9日（金）まで
■航空学生
●応募資格／高卒以上21歳未満
●受付期間／9月9日（金）まで
問・申／自衛隊滋賀地方協力本部　
草津地域事務所

／Fax 077-563-8205

第61回滋賀県文学祭作品募集
●応募締切／8月31日（水）（当日消
印有効）
●応募資格／県内に在住、通勤また
は通学している方、または県内の文学
団体に所属している方。ただし、小・中
学生は除きます。
●応募部門／小説、随筆、童話、詩、作
詞、短歌、俳句、川柳、冠句、情歌

「募集要項」、「参加申込書」は、滋賀県
文化振興事業団、滋賀県文化振興課、
市教育委員会、公民館等に置いてい
ます。また、ホームページからダウン
ロードすることもできます。
http://www.shiga-bunshin.or.jp
問／滋賀文学会　

0749-52-2916
（財）滋賀県文化振興事業団（滋賀
会館 3F）　 077-522-6268

普通救命講習受講者募集
●日時／9月9日（金）13時15分～
16時30分（受付13時00分～）
●場所／信楽中央公民館（信楽開発
センター）
●内容／心肺蘇生法、AEDを使用し
た救命処置ほか
●定員／20名
●募集期間／8月1日～8月31日（定
員となり次第締め切り）
●申し込み／信楽消防署に直接おこ
しいただくか、電話にて対応。
問／信楽消防署　 82-0119
※当日は甲賀防火保安協会第4支部
と合同講習
●日時／9月10日（土）9時30分～
12時30分（受付9時～）
●場所／忍の里プララ（甲南公民館・
和室）
●対象／甲賀市内にお住まいまたは
お勤めの方
●内容／心肺蘇生法およびAEDの使
用方法
●募集期間／8月1日～8月31日
●申し込み／甲南消防署に直接おこ
しいただくか、電話にて対応。
●参加費／無料（定員20名）応募多
数の場合先着順。
問・申／甲南消防署救急係

86-3119

甲賀市の姉妹都市 韓国・
利
い ち ょ ん

川市への市民交流使節
団員募集
●実施日／9月21日（水）～24日（土）
3泊4日　利川市2泊　牙山市（アサ
ン）1泊
●費用／旅行代金お一人95,000円
●申込み締切／8月17日（水）
●内容／第6回世界陶磁ビエンナー
レ、第25回利川陶磁器まつりの開幕
式に参席し、姉妹都市の市民との親善
交流を図ります。また、韓国の世界遺
産の見学なども行う予定です。
●対象／18才以上の団体行動に対
応できる方（高校生は除く）
●定員／20名　応募多数の場合に
は抽選（協会会員は優先）
参加者を対象に、事前説明会や簡単
なハングル語研修を行う予定です。
問／甲賀市国際交流協会

／Fax 63-8728
※本記事は旅行業法に抵触しません

放送大学10月入学生募集
●募集学生／
■教養学部：科目履修生（6ヶ月在
学）、選科履修生（1年間在学）、全科履
修生（4年以上在学）
■大学院：修士科目生（6ヶ月在学）、
修士選科生（1年間在学）
●出願期間／8月31日まで
※資料請求無料
問／放送大学滋賀学習センター

（龍谷大学瀬田キャンパス内）
〒520-2123 大津市瀬田大江町横谷1-5

077-545-0362
Fax 077-545-2096

バイオリン・ワークショップ
参加者募集
●日時／9月24日（土）13時～15時
9月25日（日）10時～11時30分、15
時～16時30分
2日間のワークショップの締めくくりと
して、「サザナミ記念アンサンブル定
期演奏会」に、ゲスト出演者としてス
テージ発表します。

（9月25日 15時開演　入場無料）
●指導／鈴木博詞 （バイオリン奏者）他

●参加費／一人1,000円
●参加対象／バイオリン初心者。バイ
オリンを触ったことがない方。
※経験者、中学生以下の方は対象外
とさせていただきます。
●定員／20名
●参加申込方法／9月8日（木）まで先
着順で受け付けます。定員になり次第
受付は終了します。
碧水ホールへTEL、FAX、E-mailいず
れかでお申し込みください。
●お申込みに必要な内容／参加者の
お名前、住所、年齢、電話番号
会場・問／碧水ホール

63-2006 ／Fax 63-0752
E-mail:hekisuih@city.koka.lg.jp

（受付時間9:00～17:00　月曜休館）

第 7 回甲賀市民球技大会
　市体育協会では、市民球技大会を
これまで支部対抗で開催していました
がゲートボールとサッカー以外の競技
でオープン種目として支部対抗以外
の参加者を募集します。
●期日・種目／
8月21日（日）
・ゲートボール【信楽運動公園】
　　※支部対抗
・バスケットボール【水口体育館】
・ターゲット・バードゴルフ
　　【杣川運動公園TBG場】
・ソフトボール【土山グラウンド】
・バウンドテニス【土山体育館】
・ソフトテニス
　　【甲賀中央公園テニスコート】
8月28日（日）
・バドミントン【信楽体育館】
・サッカー【水口スポーツの森】
　　※支部対抗
10月9日（日）
・卓球【土山体育館】
●申込締切／8月5日（金）ただし、卓
球は9月26日
●その他／各種目の要項等詳細につ
いては、市体育協会でご確認ください。
問／甲賀市体育協会

86-2343 ／Fax 86-2443
文化スポーツ振興課スポーツ振興係

86-8023 ／Fax 86-8380

平成24年（2012年）
成人式実行委員募集
●内容／成人式（平成24年1月開催
予定）の企画・運営
●募集対象／平成3年4月2日から平
成4年4月1日生まれで、月に1回程度
行う実行委員会およびリハーサル・成
人式当日に出席できる方
●募集人数／15名程度
●募集期間／8月18日（木）まで
申・問／社会教育課　青少年育成係

86-8022 ／Fax 86-8380

市営駐車場の利用者募集
●受付期間／8月1日（月）～15日（月）

（土・日を除く9時〜17時）
●使用開始日／9月１日（木）

〔甲賀駅南駐車場〕3,000円／月
5区画（うち軽自動車１区画）

〔甲南駅前自動車駐車場〕3,000円／月
身体障がい者用の空あり
※申し込みの際は事前にお問い合わ
せください。（申込者多数の場合は抽
選となります。）
問・申／生活環境課

65-0686 ／Fax 63-4582
〔油日駅前駐車場〕3,000円／月
（直接お問い合わせください）
問・申／油日駅を守る会 88-5879

〔甲南駅前駐輪場〕
自転車1,500円／月　原付1,800円／月

（直接お問い合わせください）
問・申／甲南駅前駐輪場 86-0590

（受付時間／6時15分〜9時15分、13
時〜14時、18時30分〜20時30分）

滋賀県統計グラフ
コンクール作品募集
●応募資格／県内に居住、通勤、通学
している人
●課題／自由
●規格／72.8cm×51.5cm（B2版）
●応募期限／9月5日（月） 17時必着
提出先・問／滋賀県統計協会

077-528-3391

平成23年度
甲賀市戦没者追悼式
●日時／�8月28日（日）14時開会

（13時30分受付）
●場所／あいこうか市民ホール
●内容／国歌斉唱
　　　　黙祷
　　　　慰霊のことば
　　　　追悼の辞
　　　　献花
　　　　作文朗読

※当日会場でも受付しております。
　どなたでもご参加いただけます。
………………………………………
問／社会福祉課

0748-65-0700
Fax 0748-63-4085
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催　し

げなげな市
●日時／8月7日（日）10時～15時頃まで
●場所／信楽町　新宮神社境内と参道
●入場／無料　小雨決行
※げなげな市は毎月第一日曜日に開
催している手作り市です。
出店者随時募集しています。1ブース
1000円（協力金込み）（バザー用品や
リサイクル用品販売は不可）
問／信楽GIP げなげな市実行委員会
82-0016 ／Fax 82-2814

夜空旅人（天体観望会）
「熱いガスの星たち（恒星について）」
●日時／8月13日（土）19時30分～
21時30分
●場所／かふか生涯学習館
●内容／天体のお話、月、夏の星座な
どの観望
●申込方法／電話にて下記まで
●申込締切／8月12日（金）先着40名
※天候・人数等により中止する場合があります。
申・問／かふか生涯学習館
88-4100 ／Fax 88-5055

みなくち子どもの森
夏休み・森の教室
■8/6（土）夏季特別展「化石の森か
ら子どもの森へ」解説案内；無料
■8/7（日）マツボックリでクマの人形
をつくろう；材料費100円
■8/13（土）昆虫と「にらめっこ」顕微
鏡で昆虫の顔面を見よう；材料費50円

■8/14（日）化石レプリカづくり；材
料費200円
■8/20（土）絵本から自然の中へ「ダ
ンゴムシ」；無料
■8/21（日）竹細工（紙玉鉄砲づく
り）；材料費100円
■8/28（日）しぜんさんぽ；無料
●時間／各回とも14時～（1時間程度）
●申込／問い合せ先まで（各回とも定
員制・先着順です）
※各回の材料費以外に自然館入館料
（大人200円、小中学生100円）が必要。
※各回の終了後に、各回の内容に関
連した夏休み課題の相談も承ります
問／みなくち子どもの森自然館
63-6712 ／Fax 63-0466

お知らせ

法律相談
●日時／8月4日（木）13時～16時
●場所／かふか生涯学習館
●日時／8月18日（木）13時～16時
●場所／甲賀市役所甲南庁舎
　※8月4日（木）から予約受付
●日時／8月25日（木）13時～16時
●場所／水口社会福祉センター
　※8月11日（木）から予約受付
※相談は予約制で先着6名（1人30分）です。
●予約先／甲賀市社会福祉協議会
62-8085

●相談員／滋賀弁護士会所属の弁護
士
＊相談は無料で秘密は厳守します。
問／甲賀市社会福祉協議会
62-8085 ／Fax 63-2021

社会福祉課
65-0700 ／Fax 63-4085

保育園・幼稚園年長児、中学1年生、高校3年生の皆さん
麻しん風しん予防接種は
夏休み中に済ませましょう
●対象者／市内在住の保育園・幼稚
園年長児、中学1年生及び高校3年生
に相当する年齢の方
●期間／平成24年3月31日まで（接
種医療機関での接種可能期間内）
※体調の良い時期で、早期の接種を
お勧めします。特に秋以降はインフル
エンザ等の感染症により接種機会を
逃す可能性があります。
●実施医療機関・予約方法／医療機関
により異なります。健診・予防接種カレ
ンダー又は通知文書を確認ください。
●費用／無料
問／健康推進課　母子保健係
65-0703 ／Fax 63-4591

土山歴史民俗資料館夏季テーマ展
「甲賀の道

み ち

標
しるべ

パネル展
─土山編─」

●期間／8月3日（水）～10月2日（日）
●開館時間／10時～17時
●場所／土山歴史民俗資料館第2展
示室
●内容／江戸時代から、旅行く人に道
の方向を示す目印となり、現在の道路
標識の役目をはたしていた道標。これ
らは、かつての街道を知る重要な手が
かりともなっています。本展では、今
も地域に残る道標をとりあげ、パネル
により紹介します。
●休館日／月・火曜日
●入場／無料
問／土山歴史民俗資料館
66-1056 ／Fax 66-1067

8 月 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

水口スポーツの森へ行こう　●8月の催し
甲賀市民スタジアム

7日（日） 中部日本都市対抗軟式野球大会地区予選（一般軟式）

20日（土）〜23日（火） 第22回日本少年野球滋賀大会（中学生硬式）

27日（土）･28日（日） 市長杯軟式野球交流大会（小学生軟式）

多目的グラウンド
  6日（土） 甲賀市スポーツ少年団交流大会（小学生サッカー）

  6日（土）･7日（日） サマーフェスティバル（一般フットサル）

7日（日） クラブユースびわこフェスティバル（中学生サッカー）

14日（日）〜17日（水） 水口サマーサッカー研修大会（高校･大学生サッカー）

28日（日） 甲賀市民球技大会サッカーの部（一般サッカー）
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編 集 後 記

このコーナーでは市内の保育園、幼稚園、小中学校の
児童・生徒が描いた絵を順次紹介していきます。

甲南庁舎　
甲賀市甲南町野田８１０番地
【上下水道部】
　 ０７４８－８６－８０００　　 ０７４８－８６－８０３２
【教育委員会】
　 ０７４８－８６－８００２　　 ０７４８－８６－８３８０
市民窓口センター　
甲賀市水口町水口６０５３番地
　 ０７４８－６２－１６２１　 　   ０７４８－６３－４０８６
土山地域市民センター　
甲賀市土山町北土山１７１５番地
　 ０７４８－６６－１１０１　　    ０７４８－６６－１５６４
甲賀大原地域市民センター　
甲賀市甲賀町相模１７３番地１
　０７４８－８８－４１０１　　   ０７４８－８８－３１０４
甲南第一地域市民センター　
甲賀市甲南町野田８１０番地
　 ０７４８－８６－４１６１　 　   ０７４８－８６－８０２９
信楽地域市民センター　
甲賀市信楽町長野１２０３番地
　 ０７４８－８２－１１２１　　    ０７４８－８２－３４１５

甲賀市役所　
〒５２８-８５０２  甲賀市水口町水口６０５３番地
　 ０７４８－６５－０６５０　　 ０７４８－６３－４５５４

※上記４つの地域市民センターは、旧支所の地域
市民センターで、従来の支所機能を有します。

『広報あいこうか』の名称は市民憲章のそれぞ
れの頭文字を並べてできる「あい　こうか」か
ら名付けています。市民憲章とともに皆さんに
親しまれる広報誌をめざします。

「広報あいこうか」がホームページでも
ご覧いただけます！

甲賀市ホームページ　
http://www.city.koka.shiga.jp/
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甲南第三小学校　６年

田
た
中
なか
　悠
ゆう
貴
き
さん

小原小学校　２年

植
うえ
西
にし
　航
こう
士
し
さん

佐山小学校　４年

畑
はた
　綾
あや
乃
の
さん

やっぱりでっかかった
大仏さま

ピアニカをふくともだち

海の底の
ファンタジー

　京都サンガ１５歳以下の育成チームに所属の岩井健さんの取材に、
信楽中学校を訪ねました。
　制服姿で現われた彼の第一印象は爽やかな好青年でした。取材に
入ると、サッカーに対する思い、支えてくれている家族はじめ周囲へ
の感謝の気持ちを、言葉を選びながら熱く語ってくれました。しっかり
とした受け答えする彼の姿がとても眩しく映りました。
　今月から英国で岩井さんの世界への挑戦が始まります。将来的に
は海外のプロチームでプレーを希望する岩井さんにとっては世界に
アピールするチャンスでもあります。
　サッカー発祥の地で彼の活躍を期待します。がんばれ岩井さん。
めざせ世界一。 た

総数
男
女
世帯数

（－29）

46,771人
47,673人

32,663世帯

（－5）

（－24）

（＋7）

94,444人
※（　）内は前月比 Ｈ23．6．30現在

甲 賀 市 の 人 口 の 推 移
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